私のケースメソッド記録など : ちから教授の授業十適，高速出欠チェック法とは？ by 加藤 主税


















































































































語予防として，1.粘り強い注意， 2.頻繁な机問指導， 3.授業妨害の罪意識の認識， 4.他の
























































































英語1・2・3・4が1年生，英語5・6. 7 . 8が2年生という学年指定が存在するが，











平成( )年度( )期 自己評価記録表 担当加藤主税
科目名 ( )， ( )曜日( )限開講科目







































































































































































教科書は使いません。参考書は， r驚異の若者ことば事典J(海越出版社， 1000円)， r女子大
生が集めた ニックネーム，あだな大事典J(中日出版社。 1000円)， rちから教授が集めた
女子大生の内緒話J(近代文義社， 1500円)， r世紀末死語事典J(中央公論新社， 900円)， r日
本語七変化J(中央公論新杜， 1300円)， rフシギことば学j(朔雲社， 1500円)， r日本語発掘ー
和語の世界J(晃学出版， 2000円)， rちから教授のコトパ学J(ミネJレヴァー 書房， 1500円)， n最
新版)女子大生が大好きな 死語事典』中日文化会， 500円， r最新若者言葉事典』中日文化会，





















































『女子大生が選んだ あだな大事典j(私家版平成6 (1994)年)， rあだな，ニックネーム
大事典j(中日出版社平成8(1996)年)



















































































19. (平成21(2009)年度) (第21期生(平成19(2007)年度入学生)，第22期生(平成20(2∞8) 
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私のケースメソッド記録など
年度入学生)対象)一若者風四文字熟語会話
2年前からデータを収集している。四文字熟語のブームを期待している。『アエラ2009年1
月12日号』で2009年の予言として私は『和語，漢語，武士語の復活』をコメントした。
9圃おわりに
本ケースメソッドで作成した本でマスコミに紹介されなかった本は1冊もない。大学のー授
業で作成した冊子がマスコミに取り上げられることは，めったにないことである。毎年紹介ニ
ュースがマスコミに出ることは 奇跡に近いものと考えられる。私自身ラッキーだと思ってい
る。小冊子を作成し始めてから， 17年間になるが，これに関係するマスコミ露出は厳密には数
えていないが， 200回を越える。
私のケースメソッドは学生各自の判断に任せ，あまり介入しないようにしている。私は，そ
の年度ごとの話題について，理論，歴史的情報，言語学的解釈などを解説し，小冊子作成の基
本や，各作業のおおまかな日程を学生に知らせ，各自の責任分担の重要性を，周知徹底し，あ
とは各学生の積極的な活動を期待する。
議論，討議のし方，まとめ方などを学生が体得していくことを目指してきた。授業後も自ら
進んで作業を行うような学生も出現してきた。欠席したら他のものが困るという意識も芽生
え，出席率はすこぶるよい。私語を注意することはほとんどない。学生の感想によれば，完成
後の冊子を手にすれば，至上の喜びを味わうことができ，マスコミで取り上げられることの喜
びを噛み締めることができ，さらに就職採用試験面接で，面接官から「その本知っているよJ，
と言われたそうだ。
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